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解決すべき巨大な問題は存在しない。最悪の状況でも、小さな問題の積み重ねがあるだけだ」。
    
  



  

    

      
ヘンリー・フォード
    
  



 






 






  

    

問題がどのように形成されるかを理解することがなぜそれほど重要なのか？人は通常、不確実な状況を解決するためにどのような戦略をとるのだろうか？困難な時に自分の選択を決めるために、私たちはどのような思考構造に従っているか？
  



 






  

    

人は日々、様々な問題や状況から逃れたいと思うことがあります。そのほとんどは、さほど重要ではない問題です。しかし、時には、私たちの将来に大きな影響を与える可能性のある困難な問題に直面することがあります。
  



 






  

    

残念ながら、ほとんどの人は、問題をどのように分析し、どのような戦略で解決するかについて、ほとんど意識していません。実際、学校では問題に取り組む方法について誰も教えてくれませんでした。また、生産的かつ効率的に問題を解決するために適用できる戦略についても教えてくれませんでした。
  



 






  

    

一方、解答の達人になった人でも、なぜある解答を選択したのか、その理由を言えない場合が多い。

これは、すでに述べたように、問題に直面したときの脳の働きを誰も教えてくれなかったからです。意思決定や問題解決は、ほとんどの場合、無意識的なメカニズムを通過するプロセスなのです。
  



 






  

    

このように、ほとんどの人は、（少なくとも最初は）効果的に問題を解決するための知識や手段を持たずに問題に直面する。状況を分析する能力も、自分の役割や目的を達成するために採用すべき戦略についての知識もないのだ。
  



 






  

    

問題には様々な種類がありますが、主にいくつかの大まかなカテゴリーに分けることができます。それぞれのカテゴリーには、多かれ少なかれ効果的な戦略があります。以下のページでは、問題に直面したとき、個人がどのように評価や見積もりを行うかを発見することができます。また、ある状況下で私たちの行動に体系的な影響を与える認知エラーについても説明します。
  



 







  

 
最後に、専門的な意思決定者にはどのような特徴があるのかを概説し、私たちの生活の質を大きく向上させるために、彼らから何を学ぶことができるのかを説明します。
  




 






  

    

この本は、認知心理学、ビジネスマネジメントにおける問題解決、意思決定科学の最新の理論から導き出されたいくつかの概念を、シンプルかつ直接的、即座に提供することで、私たち一人ひとりが自由に使える認知ツールボックスを完成させ、日常生活をより平穏に過ごすことができるようにしようというものです。そして、私たちが毎日必ず直面する問題を、チャンスに変えていくために。
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問題を解決するのに
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時間あったら、
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分問題を考え、
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分解決策を考える
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。
    
  



  

    
アルバート・アインシュタイン
  



 






 






  

    

問題は、私たちの日常生活の一部です。問題には困難がつきもので、他のことに時間を割きたいのに、そのために時間とエネルギーを費やさなければならないことがよくあります。しかし、問題は、自分を磨き、知性を磨くための素晴らしい機会でもあるのです。
  




  

 
一般に、問題とは、望ましい目標や状態を達成するために、戦略を適用する必要のあるすべての状況を指します。問題が認識された時点では、どのような手段で解決すべきかはまだわからない。
  





  
したがって、問題解決とは、ある障害を克服し、
1

  

  つまたは複数の活動を用いて目標を達成するプロセスを意味します。
  





  

 
問題解決は、それが適用される学問分野の種類によって、異なる意味を持つ。心理学では精神的なプロセスとして、数学では論理的・数値的な解決プロセスとして描かれている。
  





  
このように、「問題」と「問題解決」という
2

  

  つの定義が理想的な出会いをするのは、「戦略」を定義するときである。




  

 
そこで、まず、問題の定義とその構造について、順を追って説明することにする。まず、問題には様々な種類があることを認識する必要がある。問題解決の科学は、これらの問題を
2

  
つのカテゴリーに分類する傾向がある。



 






  
	

        

  
よく定義された問題で、正確な構造を持つもの。


        

  
	

        

  
境界のない、不定形の問題。







 






  

    

第一のケースは、基本的な要素も解決の目的も容易に特定できるような問題を扱うことである。例えば、チェスのゲームがそうである。第二の場合、特徴的な要素が曖昧であるばかりでなく、どのような目的をもって解決すればよいのかさえ、理解できないことが多い。例えば、政治やビジネスの意思決定など、複雑な状況のマネジメントがそうである。
  



  

    

問題の定義と分類の第二の方法は、解決に至るために適用できる戦略の種類に焦点を当てたアプローチである。
  



  

    

ここで、生産的戦略、再生産的戦略について述べる。前者は、慣れ親しんだ、あるいは以前に経験した行動を使うことを必要とする。したがって、慣れ親しんだ問題に対して、習慣的な行動で対応することが問題になる。クロスワードパズルを解くことを考えてみよう。
  




  

 
もう一つは、創造的な戦略を用いることで、革新的な行動の発生を期待するものである。この場合、ドライバーを持たずにネジを締めたいというニーズが考えられる。
  




  

    

これらの場合、問題解決には必ず十分な知識とリソースが必要です。
  




  

  初期の問題解決プロセスは、ジョージ・ポリアによって明らかにされました。約
100

  

  年前、この研究者は、あらゆる種類の問題を解決するための
4

  

  つのステップの方法を生み出しました。この方法は、
4

  
つの異なる段階を経ることを含んでいます。



 






  
	

        

  
を理解することです。


        

  
	

        

  
を作成しました。


        

  
	

        

  
を実行します。


        

  
	

        

  
を逆からチェックする。







 







  

  最初の段階は、問題の研究である。解決すべき問題の重要な情報や用語を深く理解しようとする。
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2

  

 
段階は、計画の作成である。ここでは、問題を解決するために取るべき戦略を練る。一般的な戦略としては、以下のようなものがある。



 






  
	

        

  
はリストを作成します。


        

  
	

        

  
ダイアグラム、回路図、図面を作成する。


        

  
	

        

  
は、捨てるべき可能性を排除する。


        

  
	

        

  
標準的な戦略や公式を適用する。


        

  
	

        

  
問題をより小さなサブ問題に分割する。


        

  
	

        

  
関連するあらゆる問題を解決します。
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段階では、先に定義した計画を実行に移す。この時点では、第二段階で選択された戦略によって問題が解決される。もし、予期せぬ問題や困難に遭遇した場合は、第二の戦略を用いることができる。また、前段階に戻り、別の戦略を選択することもできる。




  
最後に、第
4

  

 
段階として、解決策を観察し、目的を達成できたかどうかを検証するための手法を適用する。また、実際に問題解決に使用した方法とは異なる方法を適用してみることも可能である。




  

 
次の数行では、ポリアの問題解決戦略の実行を、実践的な観点から扱います。あなたが解決しなければならない問題を考えてください。ここでアドバイスしたいのは、最初はあまりに大きな問題や実存的な問題を選ばないことです。そして、次の質問に答えてください。これは、今説明した
4

  
段階の戦略を実行するためのガイドとなります。



 






  

    

分析しなければならない問題を考え、既知と未知の要素は何か？その問題を解決するためにはどのような対応が必要なのか？重要な要因は何か？その問題は、あなたが過去に直面し、解決した他の問題と類似しているか？
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  では、その問題を解決するための戦略をいくつか考えてみてください。その状況に適用できる戦略を少なくとも
3

  
つリストアップして書いてください。
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これまで説明した戦略の中から最適なものを選び、問題に適用してください。どれが最も効果的か自問し、あなたが直面する可能性のある困難と可能性のある結果を概説してみてください。
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最後に、あなたが選んだ戦略の有効性について評価を行います。
  




 






  

    

当初設定した意図に対して、どの程度の効果があったのか？どうすればよかったか？今後、同じような問題に直面した場合、どのような教訓を得ることができますか？
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ポリアの問題解決法に慣れたら、ますます複雑化する人生の状況に、その適用を洗練させることができるようになるでしょう。この方法を使えば、単純で、時には当たり前のように思えるかもしれませんが、しばしば非常に感情的になりがちな状況においても、直線的な思考構造を適用することができるようになるのです。
  



  

    

人々の生活に関する最も複雑な問題は、直線的な性質を持たないことが多い。対人関係、キャリア、ライフスタイルなど、解決すべき問題を考えてみてください。
  



  

    

このような場合、複雑な戦略を適用するためのポイントを整理し、具体的な根拠を示すことができる思考ツールが不可欠となるのです。
  



  

    

問題解決は様々な場面で利用されますが、実生活への応用を最も探求してきたのは心理学です。この文脈では、問題解決とは、人が人生の中で遭遇する不安定で複雑な状況に対処するために用いられるすべての認知的プロセスを包含しています。
  



  

    

このような解決策には、まず問題を特定し、認識することが必要です。なぜなら、このプロセスを踏まなければ、解決策を講じることはできないからです。
  



  

    

実は、心理学でいう洞察とは、ある状況の中で自分自身を正しく見ることができる能力のことである。この言葉はゲシュタルト理論に由来し、人が観察しているシステムを再定義し、問題解決に導くことを意味する。
  



  

    

問題解決の本質を理解したい人にとって、この一節はなぜそれほど重要なのでしょうか。それは、私たちが人生の困難な状況に対処するためにしばしば使っている自動操縦を振り返ることができるからである。実際、洞察力によって、問題空間を再構成し、概念的に再構築し、利用可能な要素の見方を変えることができるのである。
  



  

    

したがって、この精神的なプロセスは、私たちがしばしば普通に行う試行錯誤のプロセスによって規定される限界を超えることを可能にする。また、洞察力は問題によって左右されるものではなく、人間には決まった程度に存在するものでもない。したがって、洞察力は、その人の精神的素質と態度に依存し、訓練することができる。
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